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The Osaka univ. 145MeV high gradient accelaration electron linac for R&D of 

the positron, FEL and storage ring has been fabricated. Performance of the 

compact size klystron modulator using CX1525 main thyratron was reported.

Also some problems about the RF system at high power operation were discussed.

1 . はじめに

昨 年 度 よ り 建 設 を は じ め た 1 4 5 M e V 電子ライナックは、第 1 セクシヨンの加速管 

とクライス卜ロン変調器並びに、制御卓と周辺機器の組立が完了し、各種のテス卜を行 

なっている。以下に建設の現状を報告する。

2 . 加速部
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図 1 は入射系、第 1 加速 
管並びにマイクロ波立体回 

路の設置状況を示したもの 

である。強固なステンレス 

枠 上 に 6 個のヘルムホルツ 

コイルを並べ、 その内部の 

定盤上にプリバンチャー ， 
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一部を取り付けた。 その上 
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ックレンズ，320L/minのイ 

才ンポンブを組み込んだ排 図 1
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気システム、及び電子銃が並べられている。加速管の出力端にはトリブレッ卜Q 磁石と 

排気システムを小形の架台上に設置した。長 さ 2 m の 第 2 , 第 3加 速 管 は 、 この先に更 

に増設する予定である。 マイクロ波立体回路は、加速管の上部にまめとめて配置した。 

又 、第 2 , 第 3 加速管用の導波管はすでに所定の位置に設置済である。加速管は三菱電 

機製でそれぞれの仕様は次の通りである。

形 式 空 洞 数 モ ー ド 各 部 寸 法 (ПШ1) Q

プリバンチャ- 单ギャップ 1 一 ギャップ： 12 > 5 0 0 0

バンチャ- 定インビ-タ4ノス 7 2 тс/3

2а : 20.8 

D : 26.2 〜 35 

t : 5.8

> 1 1 5 0 0

Зш

主 加 速 管
連 続 勾 配  
ディスク径 7 9 2 тт/3

2a : 26.2 〜 19.8 

D : 35 

t : 5.8

> 1 2 5 0 0

3 . クライス卜ロン並びに変調器 

図 2 に は 第 1加速管用のクライストロンとその変調器の設置状況を示した。回路の 

主要部品は次の様なものである。
P F N : 全客量 0.58//F 

全ィンタ*クタンスІЗдН 

分 割 数 1 6  

チャージングチョーク 1 О Н

タイオ-ドM D - 0  S N 1 6  

主サイラトロンСХ1 5  2 5 

De-QサイラトロンC X 1 1 5  9 

パルストランス 1 : 1 4

直 流 高 圧 電 源 2 2 KV,1.0 A 

クライス卜ロン変調器をコン 

パク卜にまとめるために充放 

電回路を油タンク内に組み立 

てた。主サイラトロンは一般 

によく用いられているK U  2 

7 5 Сと同等の性能をもった

小 形 のС X 1 5  2 5 を採用したが、動作は極めて良好である。 この球のレザーバー電圧 

は使用条件に合せて調整する必要がなく取扱が容易である。図 3 は ク ラ イ ス 卜 ロ ン (Р
一 2 9 —
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図 3

145MeV S - LINAC RF SYSTEM

V 3 0 3 5 ) を 定 格 の 約 9 0 %  (270KV, 265A)

で運転した時の電流波开$を示したもので立上り 

及び平坦部の特性はやや不充分である。 1 6 個 

の P F N 用コンデンサーのうち残留インダクタ 

ンスが特に多いと思われるものがいくつかあり 

、 このセクションはコイルのインダクタンスが 

少くフラットネスの調整がやりずらい。 クライ 

ス ト ロ ン の 管 内 放 電 は 最 初1 7  О КV 付近で発 

生 し て い た が 1 0  0 時 間 後 で は 2 3 О КV にな 

り少しづつ上昇している。

4 . マイクロ波回路 

R F システムの概要を図4 に示す。 2 8 5 6

M H zの 発 振 器 はН P の8350Bスイープオシレー 

ターに5344Aソースシンクロナイザーと5342 

フリケンシーカウンターを組合せて用いた。 こ 

の出力は約 4 0 m のW F H — 5 0 —  7 の低損失 

ケーブルでクライス卜ロン励振器に送り4 д S 

のパルスに変調してT H  2 4 3  6 クライストロ 

ン （max 10KW)をドライブしている。3 K W の 

出力は同軸方向性結合器を用いて分割した後2 

系統は移相 器 を 通 し て そ れ ぞ れP V — 3 0 3 5 

を励振する。第 1 クライス卜ロ ン の 出 力 は1 0  

d Вの方向性結合器で電力を分割して、 バンチ 

V — 部に供給している。 クライス卜ロン出力部 

か ら 測 っ た 第 1 加 速 管 全 体 の V S W  R は1• 065 

で、 ほぼ満足すべき値であった。 これらの導波 

管システムの詳細 に つ い て は 本 研 究 会7 Р —  5 

において報告される予定である。

5 , 電子銃システム

Y  7 9 6 を 用 い た 電 子 銃 に 1 О О КV の加速電圧を与えた時、 パ ル ス 幅 5 О 0 n s で 

4 A 、 2 m S で 0. 8 A の入射電流が得られた。 ビームブロファイルとエミッタンスの 

測定は加速管の組立て前に行なったが、 その詳細は本研究会8 A —  3 で報告する。

6 . 今後の予定

現 在 、 クライス卜ロンの出力を増しながら加速管のエージングを行なっているが、高 

出力に伴う種々の問題点を解決し、 ビームテス卜を行なう予定である。又 6 4 年 3 月ま 

で に 2 m の加速管とクライストロン系を更に2 組増設して最終目標を達成する。
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